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In　Japan，　pro免ssional　terms　and　popular　names　including　medical－social　wel飴re且eld　have　been
changing　at　the　turn　of　the　21th　century　according　to　the　international　trend　of　political
correctness　based　on　gender　and　human　rights　problems　after　the　1980’s．　Since　then，　Japanese
names　of　profbssional　jobs　and　mental　diseases　have　been　changed　into　neutral　ones．　However，
Japanese　names　of　some　animals　have　still　remained　discrilninatory　ones．　In　the　present　stud払the
author　surveys　words　concerning　political　correctness　of　Japanese　animals，　especially，肋040r∫
（Short　tai正Albatross）．肋040r∫literally　means　an　idiot　bird．　It　should　be　changed　into　another
name　based　on　the　idea　of　political　correctness．
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はじめに
　2010年5月24日付「朝日新聞」の「声」欄に13歳の中学生の「「アホウドリ」では可哀想だ」
　と題する本文400字強の投書が掲載された。「アホウドリ」を「羽毛利用のため人間に乱獲され，
絶滅危惧種となってしまった貴重な鳥」と位置付け，アホウドリの名称に対して，「なぜ「ア
ホウ」などと馬鹿にした名前をつけているのだろう」と疑問を呈している。
　この鳥は，大きな翼をもつため，地上では動きが緩1曼になり，また，飛び立つためには斜面
を駆け下りるしかない。こうしたことから捕捉されやすく，このことが「“アホウドリ”の名前
のいわれ」（加藤編，1984）とされる。
　また，アホウドリは伊豆諸島南端の鳥島では，明治中期からの羽毛の収穫iを目的とした大量
乱獲や1902年目火山の爆発により姿が見えなくしまった。そこで，その点を確認すべく第二次
世界大戦敗戦後の！949年には，当時の連合国軍最高司令官総司令部天然資源局生物課長がアメ
リカ海軍の軍用艦で生存確認の調査を行った。しかし，一羽も発見することができなかったた
め鳥島におけるアホウドリの「絶滅宣言」が出されたのであった。ところが，の！951年1月，当
時の鳥島気象観測所長が島の南側で辛うじて生き延びている鳥の姿を発見し，1954年に日本鳥
類学会で報告したことが契機になり，精力的な保護活動が再開された鳥でもあっ．た（藤澤，
1967）。
　さて，アホウドリの呼称が問題になる背景には，「アホウ」の語が不快語あるいは差別用語
にあたるという考えがある。日本では，1970年代半ばにTV，映画番組や文学作品等で用いら
れた台詞，発語用語が立場によっては配慮に欠けた語句として捉えられ，当事者や関係者の
抗議を基に被差別部落問題に関する「差別語」や「差別表現」への関心が高まった。1975年8
月に発行された「文化評論」の「特集　「解同タブーと「差別用語」問題」，「朝日ジャーナル」
8月29日号の「差別を再生産する「差別語」」などから当時の状況が窺える。
　この差別（用）語・不快語問題は，その後も関心が継続し，1984年の「朝日ジャーナル」6
月15日号では「禁句・言い換えで差別がなくせるか」，1994年11月の「月刊ヒューマンライツ」
（第80号）では，「特集　再び「差別と表現」を考える」と題して発行されている。さらに，と
の問題は精神・身体障害者や女性に関わる差別表現，職業に関連する言葉や朝鮮（韓）民族な
どに対する人種差別的表現，さらにそれらにつながる比喩的差別表現へと論議が拡がっていっ
たのであった（高木，1999）。
　そして，こうした動きは，1980年代にアメリカで起こったポリティカル・コレクトネス
（Politica1　Correctness）（Hughes，2010）の動きと関連がみられる。すなわち，用語における差別・
偏見を取り除くために政治的観点から（political）みて正当（correctness）な用語を使ってい
く運動が国際的に広まってきたことへ呼応するようになったのである。たとえば，Blackを
African　American，　ChairmanをChairperson，　StewardessをFlight　Attendant，　X’mas　cardを
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Season’s　Greeting　Cardに代える例などである。
　こうした状況を踏まえ，本稿では，ポリティカル・コレクトネスの考えの下，社会的に言い
換えが進んでいる中で，依然，取り残されている動物和名について着目し検討したものである。
なかでも，特別天然記念物である「アホウドリ」を事例にした。これは，名称の由来，天然記
念物指定の経緯，さらに生物多様性や人間の「種」に対する認識と深く関係する。さらに，言
い換えることにより別のものに見えてくる可能性を持つポリティカル・コレクトネスを理解す
る上での好例と思っている。
1．医療福祉領域の呼称に対するポリティカル・コレクトネス
　まず初めに，ポリティカル・コレクトネスとして意識した「中立的」な語への言い換えの実
態を医療福祉に関連した領域で押さえておこう。これらは，21世紀の変わり目ころかしばしば
みられるようになり，専門職の呼称が典型例である。すなわち，1999年の男女雇用均等法およ
びそれに続く2003年の児童福祉法の改正によって「保母」を「保育士」に，2002年には看護婦
を「看護師⊥助産婦を「助産師⊥保健婦を「保健師」に保健師助産師看護師法の改正から呼
ぶようになった。
　男性「保母」，男性「看護婦」はいかにも奇妙で，しからばと「保父」，「看護士」と呼び換
えた時期があった。実際1999年までは男性が取得しても資格名は「保母」なのである。看護
婦の方は1968年に看護士と呼ばれるようになり，「看護婦」と「看護士」が併存していた。そ
れが，社会的性役割としてのジェンダーに対する理解が浸透し，特定の生物学的性に特化した
業務を可能な限り男女とも担っていく方向性が明確になったのである。建築現場や交通機関，
さらには軍組織でもこうした傾向は明白である。
　医療福祉の領域におけるポリティカル・コレクトネスは前述の専門職の呼称に留まらない。
むしろ，病名・疾患名の方がより社会的な啓発を含めているようにも思われる。次に代表例を
示した。
旧　名 改訂名 改定時期 契　　機
癩病
精神薄弱
精神分裂病
痴呆
ハンセン（氏）病
知的障害
統合失調症
認知症
1996
1998
2002
2004
優生保護法改正
精神薄弱者福祉法
日本精神神経学会総会
厚生労働省用語検討会
　1996年は「らい予防廃止法」が施行され，優生保護法が母体保護法に改正された年であった。
その際優生保護法の第二章　優生手術　第三条第三項に「本人又は配偶者が癩疾患に罹り，
且つ子孫にこれが伝染する虞れのあるもの」などと記載されていた不妊手術や人工妊娠中絶の
対象となる「癩病」を「ハンセン（氏）病」に変更した。もっとも，「癩病」の改称については，
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第二次世界大戦終結後から当事者が「ハンセン病」に変えるように要求してきたという。
　また，1953年の「らい予防法」の改正が行われた際付帯事項の中に「病名については充分
検討すること」と国会で決議していた。これらを受け，マスメディアでは「ハンセン病」の呼
称が使われるようになっていた。さらに，大谷藤郎は厚生省公衆衛生局長時代に「「らい」の
呼称を「ハンセン病」と通称することにした」という（大谷，1996）。
　さて，「精神薄弱」が「知的障害」に代わったのは1998年9月のことであった。1960年3月
31日公布，同年4月1日施行された「精神薄弱者福祉法」は，1990年代に「知的障害者福祉法」
として改正された。そして，1994年4月施行の「精神薄弱の用語の整理のための関係法律の一
部を改正する法律」を受けて変更されたのであった。「精神薄弱」は，知的障害者への「侮蔑
的表現」であり，「好ましくない障害観を表す不快語」との声が多かったという（堀田，
2003）。
　また，「精神分裂病」から「統合失調症」への変更は2002年1月半日本精神神経学会理事会
決定を受け，同学会総会で可決されたことによる。同年8月に横浜で開催された「世界精神医
学会」で名称の改訂を国際的にアピールする意図もあったという。精神分裂病という名称では
精神全体が分裂してしまい，回復困難な不治の病の印象を与えかねない。それが人格の否定や
差別につながるというのが改称の理由に挙げられた。
　これに関して『天才と分裂病の進化論』と題する翻訳書がある（ホロビン著，金沢訳
2002）。内表紙の裏，目次の前に「編集部」によるつぎのような断り書きがみられる。やや長
いが全文を掲げておこう。「本書においては，原文のschizophreniaを「精神分裂病」（または「分
裂病」）と訳出しています。先般，二〇〇二年六月二十九日，日本精神神経学会は「精神分裂病」
の名称が精神それ自体の分裂と誤解され，偏見と差別を助長しかねないとして，「統合失調症」
に変更することを決定しました。現時点においては，この用語の変更が社会的にまだ過渡期に
あり，また，本書の内容が誤解を生み偏見と差別を助長するものではないと判断して，本書で
は従来通りの表記としました。用語の変更が日本精神神経学会で決定したばかりの状況下での
過渡期的な対応であることも併せて明記しておきます。読者の皆様のご賢察をお願い致しま
す」。
　もっとも，これまで見てきたような言い換えがスムーズにいくとは限らない。「痴呆」を「認
知症」とした場合には，学界からの反論もみられた。「痴呆」の呼称については，2004年3月
に高齢者痴呆介護研究・研修大府センター長であった柴山漠人により，「痴呆」という言葉が
差別的であるという問題提起が行われ，同年6月に日本老年医学会がそれを受けとめたことか
ら始まった。また，「認知症」という語は厚生労働省の「痴呆に替わる用語に関する検討会」
において提案されたものであった。ただし，従来から認知という語をしばしば用いてきた心理
学や精神医学の領域では，認知症という呼称を用いることに反対であった。
　2004年12月15日には，社団法人日本心理学会，日本基礎心理学会，日本認知科学会，日本認
知心理学会の4団体が連名で，「認知症」は不適切であり，代案として「認知失調症」の語を
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共同提案し，用語検：読会座長の高久史麿に提出している。しかし，却下され，「痴呆に替わる
用語に関する検討会報告書」を受け2004年12月24日，厚生労働省老健局長通知により認知症が
使われるようになった。そして，2005年の介護保険法の改正に伴い社会的に広まっていった。
　こうした用語の変更は，1981年の「国際障害者年」が後押しになったという。「障害者」と
いう呼称も表記上，「障碍者」，さらに「障がい者」と記す自治体も少なくない。中国語やハン
グルの漢字表記では日本で使われる「障害者」は「障碍（擬）人」である。英語では，Blind
をOptical　chanenged，あるいはVisually　cha11engedと呼ぶようになっている。2007年には「盲・聾・
養護学校」を「特別支援学校」と改称した。自由民主党から民社党へと政権交代がなされた
2008年にも「後期高齢者医療制度」の呼称が問題となり「長寿医療制度」としたことも話題に
なった。これらはポリティカル・コレクトネスの動きと関連したものと捉えられる。
2．アホウドリの生物学と日本近代史
　こうして，ポリティカル・コレクトレスの考えが着実に社会に浸透していると思える状況の
中で，いわば，その動向に取り残されてしまった感があるのが生物の名称である。学術的な生
物の名称は，原則としてラテン語，ラテン語化ないしラテン語を意識した表記が用いられる。
しかし，一般に日本国内で使われる名称である和名は，魚介類でよく知られているように地方
によって影しく異なる場合がある。しかし，その中で標準和名として一般化してくれば社会的
影響をもつであろう。本稿で問題にしたいのもこの点なのである。
　こうした状況を念頭に，標準和名として定着していると思われるアホウドリとはどのような
動物なのだろうか。そもそも「アホウドリ」はどのような経緯で「アホウドリ」と名付けられ
たのだろうか。漢字では「信天翁」と表記することを含めて検討してみたい。「アホウドリ」
なる呼称は，江戸時代初期からみられたという。そして，「この鳥は無人島を繁殖地にしていて，
人を恐れず，容易に捕られるので，“あほうどり”“ばかどり”と呼ばれたのであろう」「信天
翁も天を信じ，運を任せているという意味であろう」という解釈がある（菅原・柿澤編
2005）。他の文献をみてもこの捉え方を踏襲しているものが多い。
　おもに，北大西洋の無人島で生息し，体色は，霜先が黒色，口ばしがピンク，頭部から下へ
首筋に沿って薄い黄色である。成体の大きさは翼の端から端までが約2．5メートル，幅は約17
センチメートル，体重は6～7キログラムである。このようなサイズは北太平洋の海鳥では最
大といわれる。成鳥のくちばしは，濃い桃色あるいは淡紅色で先端部は淡青白色である。くち
ばしの桃色は血液が透けて見えるためであり，人間の爪の色と同じである。長い翼を海上を吹
く風に乗せてほとんど羽ばたかずに滑る様に飛翔する。
　毎年10日ごろ鳥島に飛来して営巣し産卵の後，翌年4月ごろ島を離れる。この間が繁殖期で
ある。一つの巣に一個の卵を産み，2ケ月強，雌雄双方で交代しながら抱卵し，ヒナを艀す。
このヒナは5ケ月程度の間，親から養育されて巣立っていく。平均寿命は，約22年と見積もら
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れている。餌は，トビウオ，イカ類，甲殻類という（加藤編1984）。くちばしは強大で左右
に平たく，先端は鋭く二曲している。脚は短く後脚はない。尾は短い日尾である（内田，
！949）Q
　日本ではアホウドリ属1属がみられ，アホウドリ，コアホウドリ，クロアシアホウドリの3
種が生息しているが，世界的には14種知られている。しかし，ミトコンドリアDNA中に含ま
れるチトクロームb遺伝子の解析から24種の分類も提示されている（Tickell，2000）。
　アホウドリを考えるとき，この鳥が関係した日本の近代史における役割にも目を配る必要が
あろう。アホウドリは鳥島に漂着した人たちから徐々にその存在が知られるようになるが，17
世紀末から記録に残る漂着だけでも十数件知られている（柴田，2003）。その中で，しばしば
言及されるのが以下の2つの事例である。
　一つ目は，2012年5月22日付「朝日新聞」静岡版朝刊に掲載された「江戸時代，無人島に19
年間　新居宿の船乗り遭難→鳥島漂着　湖西で展示」と題する記事である。1719年11月末，当
時の遠州荒井（新居）の船乗り12人が乗った船が強風のため，房総沖で遭難してしまった。そ
して，生存者は海を約2ケ月ほど漂い，鳥島にたどり着いた。驚くことに20年間鳥島で生活し，
1739年になって3名が救い出された。
　もう一つは，近代史の中で波乱万丈の生活を送ったジョン万次郎こと中浜万次郎（1827－
1898）にまつわるものである。土佐の半農半漁の家に生まれた彼は，1841年1月，四国の漁場
で遭難した。5日間の漂流の後，鳥島に漂着した。以降，アメリカの捕鯨船に救出されるまで
の約5ケ月，アホウドリを食していたことから，結果的にアホウドリに救われて生存を続ける
ことができたのである。
　もっとも，アホウドリの肉は脂身と特有な匂いで食用には向かないとされる。しかし，漂着
者にとっては繁殖のために飛来し，捕獲が容易なアホウドリは生存のためのタンパク質源とし
てきわめて限られた食料の一種であることは間違いない。海水で煮るか焼くか生で食べるかで
あったという（柴田，2003）。鳥島が徳川幕府により日本の帰属を明確にしたのは，1863年「大
日本属島鳥島」の標が建てられてからであった。
　また，新田次郎（1912－1980）の『孤島』や吉村昭（1927－2006）の『漂流』は，鳥島が舞
台であり，アホウドリが登場してくる小説である。新田は，気象庁勤務経験者の小説家で，
1956年に『強力伝』において第34回直木賞を受賞した。受賞の前年，「サンデー毎日」に掲載
されたのが，『孤島』であり，1965年に受賞作『強力伝』とともに『強力伝・孤島』と題して
新潮社から文庫版が発行された（新田，1965）。
　『孤島』は，！950年代の鳥島測候所員の島喚勤務の生活実態や人間関係が明瞭にイメージで
きる筆致でストーリ」が展開していく。明治初年には鳥島のアホウドリが年間10万羽撲殺され，
その羽毛がビジネスに使われた。「このようなアホウ鳥の大虐殺に対する神の怒りをとも言う
べきか，明治三十五年八月，この島は突然爆発して，羽毛会社の居住者百二十五名を，ことご
とく溶岩の下に埋めた」「この島に人が居る限り，やがてアホウ鳥は亡びるような気がしてな
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らない」などアホウドリへのまなざしに沿った記述がみられる。
　もう一つの『漂流』は，歴史小説家で日本芸術院会員であった吉村が，1975年に「サンケイ
新聞」に連載し，翌1976年新潮社から単行本が発行されたものである。1980年に文庫本として
出版され（吉村，1980），さらに1981年には，森谷司郎監督，北大路欣也主演で映画化されて
いる。江戸・天明期に天候不良で無人島に漂着してしまった男たちの島での生活を扱った長編
である。「かれは，一日置どの棒を手にすると，あほう鳥の群れの中に足をふみ入れていった」
「殺生するのは，まことに辛いが，鳥を食わねば生きてはゆけぬのだから仕方ない。私は念仏
をとなえて殺している。もしも，幸い故郷に帰ることができた折には，一生涯鳥を食わぬと誓っ
ている」などの記述がみえる。漂着してきた物資を少しずつ集めながらで辛うじて船を建造し，
島から抜け出していくラストシーンは感動的である。
　これらは，かなりリアルに鳥島における人間及びアホウドリそれぞれの生活ぶりと相互関係
を容易にイメージさせてくれるものである。
3．「アホウドリ」の保護と復活
　小説の舞台にもなった鳥島に漂着した人たちがギリギリの生存のために食したのがアホウド
リであった。それが，明治期に入るとそれがもつ良質な羽毛が魅力ある資源として捉えられる
ようになった。そして，昭和期に至るまで鳥島に移住する人が現れるようになったのである。
大量に捕獲，撲殺され生存数が激減し，ついには絶滅とまで言われたのは1887（明治20）年，
玉置半右衛門らが鳥島に上陸してからであった。そこでの写真に残されたアホウドリの悲惨さ
は，第二次世界大戦中のナチス・ドイツによるアウシュビッツ・ビルケナウでのユダヤ人大量
虐殺（ホロコースト）を想起させる。
　当初，鳥島には100万羽以上も生息したと言われている。事実，当時の鳥島の羽毛採取の写
真には足の踏み場もないほどのアホウドリがいたるところにいて，人間を恐れる様子も見受け
られないほどであった。人間を恐れないため，あっという問に捕獲撲殺されていた。1902年
の鳥島の火山の爆発まで，少なくとも500万羽が犠牲になった（藤澤，1967）。
　環境庁編（1976）の『わが国の鳥獣』には，アホウドリの生息数の推移を1929（昭和4）年
から断続的に載せている。それによれば，1929年：約2000羽，1939年：約50羽，1959年：22羽，
を最低として，1960年：約30羽，1962年：約44羽，1964年：53羽，と徐々に増加したが，1965
年11月の鳥島の爆発でまた減少，無人島になったせいか1973年には62羽と増加している。
　アホウドリを含め，絶滅に瀕した鳥を保護する方法として，日本鳥類保護連盟の会長を務め
た山階芳麿（1900－1989）は「人聞の利己的な，傍若無人な行動」が「絶滅へ追い込んだ場合
が非常に多い」としている。そして，具体的にはまず「濫獲」，「狩猟」を指摘した。さらに，「他
の動物」「藩殖力⊥「外界の変化に対する適応性」を挙げている（山階，1956）。
　アホウドリは小笠原の鳥島以外の父島，智島などでも乱獲により見られなくなった。じつは，
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1949年に「絶滅宣言」が出される数年前，鳥島の「アホウドリ捕獲禁止令」が定められること
がわかり，駆け込みの体でアホウドリをともかく採取したことが絶滅に拍車をかけたといわれ
ている。捕獲禁止を前倒しで出していれば，絶滅の淵まで行かずに回避できたかもしれないの
だが，何十万羽といたアホウドリはこうして地球上から姿を消したかの様に思えたのである。
　ところが，1951年1月6日，中央気象台頭島観測所職員の山本正司により，10羽のアホウド
リが再発見された。それから7年後の1958年4月25日，アホウドリは天然記念物に指定され，
国際保護鳥にも指定された。さらに，1962年4月19日には国の天然記念物に指定された。翌年
には尖閣諸島の調査によりアホウドリは1羽も観察されなくなり，鳥島が唯一のアホウドリの
繁殖地として天然保護区域に指定されたのである。鳥類の天然記念物，特別天然記念物に指定
された時期をまとめると次のようである。
鳥　　名 天然記念物 特別天然記念物
ライチョウ
ト　　　キ
タンチョウ
コウノトリ
アホウドリ
1923年3月7日
1934年12月28日
1935年8月27日
1953年3月31日
1958年4月25日
1955年2月15日
1952年3月29日
1952年3月27日
1956年7月19日
！962年4月19日
　なお，1960年に東京で開催された「国際鳥類保護会議」においてトキとともにアホウドリも
「国際保護鳥」に指定された。トキは学名が一般にもなじみを感じるN勿。磁ノ〉勿。ηであり，
自然保護の事例として繰り返し報道されている。
　アホウドリが特別天然記念物に指定されてから10年後の1973年にイギリスの鳥類学者の
ティッケル（WLNTicke11）による調査で鳥島には，成鳥25羽，ひな鳥24羽が確認された。再
発見から20年で40羽しか増えていないことになる。当時彼は日本の研究者に鳥島の調査の協
力を依頼したが断られていた。仕方なくイギリス海軍に協力を要請して一人で鳥島の調査を
行ったという。
　1976年から開始された動物学者、長谷川博（1948一　　）のアホウドリを保護繁殖する研究
は，彼が東邦大学理学部助手に就任したことで軌道にのった。彼は，毎年アホウドリの産卵数
と巣立ちの数を数えるために，一人で鳥島での調査を繰り返した。大学は彼の鳥島調査の期間
だけは，彼を校務から外し，研究を支援した。その35年にも及ぶ努力によりアホウドリの生態
と鳥島における様々な危険からの回避が進んでいった。
　長谷川は，鳥島における現状報告を当時の環境庁と東京都に働きかけ，国も都も鳥島におけ
るアホウドリ保護のために乗り出した。繁殖地付近の土砂崩壊の恐れのある箇所に何度も砂防
工事を行い，一時的には危険を回避できるが繁殖地の移設を行わない限りこの鳥の種の存続は
厳しいと確信した。そこで，長谷川は，「デコイ作戦」を発案した。デコイとは，1970年代に
アメリカの鳥類学者クレス（Stephen　W　Kress）により模型の鳥を安全な繁殖予定地に置き，
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おびき寄せて安全な場所に巣を作らせるものである。そのため，デコイ作戦は，テープで鳥の
鳴き声を聞かせてデコイ（模型）を置き，仲間がいると見間違いその場所が安全な場所である
と覚えさせるための方法を採る。
　この方法は成功し繁殖地が拡大した。島の燕崎にあった従来のコロニーから初寝崎の北西斜
面コロニーへも次第に新しいペアが飛来するようになった。本来，アホウドリは1度ペアを作っ
た夫婦は同じ場所で巣作りを行う。したがって，新しい営巣地への誘導は，新婚ペアが生まれ
てはじめて増え始めることになる。デコイ作戦の成功は着実な若い世代が増加していることを
示したものであった（長谷川，2006）。
　こうした努力が功を奏し，2010年，アホウドリの推定総数は2570羽に達した（ひなは327羽
が巣立った）。1人の研究者が絶滅しかけた生物種を地球から消滅する危機から回避させた貴
重な事例である。この成果は単にアホウドリが絶滅から救われただけでなく，地球環境を守る
努力と協力を惜しまなければ回復できることを示した意義はさらに大きい。長谷川は言う。
「1000羽を越えれば絶滅の危機を脱したと言える」その数は既に到達している。しかし，環境
破壊や自然災害などを考えるとアホウドリの絶滅を心配しなくてよい数に達するにはもう少し
見守らなければならないのである（溝口・河合，201！）。
　さて，アホウドリの保護はわが国ばかりではない。日本の場合は，前述のようにデコイなど
の装置を使って繁殖を試みているが，アホウドリの減少は現代の漁業の漁法そのものとも関係
する。1988年，オーストラリアの保全生物学者の調査では，延縄漁船が海中へ垂らす縄に問題
があると指摘している。すなわち，この縄には仕掛けとして餌を付けたつりばりがつけられて
いるのだが，この餌をアホウドリが取ろうとして釣り針に引っ掛かり溺れてしまうというので
ある（サフィナ，2007）。
ま　と　め
　1980年代に入り，「社会を住みやすくする為に，そして，人が協調して生きていく為に，差別，
あるいは侮辱的表現を国家や地方が政治的に正し，訂正していくこと」（白井，2007）と定義
されるアメリカにおけるポリティカル・コレクトネスの動向に影響を受けて，日本でも専門職
の名称や性役割を中立化した呼称が一般化してきている。定義上での議論では，「政治的に正
しい」とはどういうことなのか，が問題となるが，ここでは「表現の妥当性⊥「表現の適当性」
と訳す（白井，2007）という考えに賛同しておこう。
　しかし，こうした中で，いわば，取り残されてしまった，あるいはどのような考えをすれば
よいのか意見が一致しないのが生物の和名である。それは一般に，受ける側が差別・不快：と感
じたらそれが差別というが，さて，動物の場合はどのようであろうか。また，言葉を言い換え
ても新たな差別語を生むだけで意味がないという主張をどう捉えるか，という問題も生じる。
一方，アホウドリの呼称は標準和名として定着していると考えられる。標準和名になれば社会
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的存在や影響力をもつことになり差別意識の醸成・容認に繋がるのである。本論では，この点
を特に強調しておきたい。
　さて，鳥類でのポリティカル・コレクトネスを念頭においた改称の事例としては，「コビト
ペンギン」を「コガタペンギン」と言い換えた例がある（佐藤，2002）。「コビト」と「コガタ」
の言い換えであるが，感じが違うであろう。この感覚がポリティカル・コレクトネスの発想の
ように思える。
　長年アホウドリの保護繁殖活動に従事してきた前述の長谷川は「「アホウドリ」とか「バ
カドリ」などとひどい名前がつけられた。こう呼んで，人間はこの鳥の虐殺を正当化したので
はないか」「「オキノタユウ」と呼ぶことをぼくは提案する」としている（長谷川，2006）。
　実際に大正期ではアホウドリをカタカナで記述せず「阿呆鳥」と漢字で記していた。たと
えば，1926年6月22日付「読売新聞」には「南洋の珍客　阿呆鳥　きょう日比谷公園で雌雄御
目見得」と題した新聞記事がある。また，「バカドリ」は，伊豆諸島や小笠原諸島で使われた
ものであった（加藤編1984）。「信天翁」を「バカドリ」と読ませた事例もある（服部，
1889）。
　冒頭の投書をした中学生は，「鳥の研究者の問では「平和鳥」などの名称が考えられているが，
「「平和鳥」ではハトみたいなので少し変だと思う。「自由鳥」ではどうだろう。彼らは昔，自
由だったから」とし「もっとまともな名前が付けられることを望んでいる」と結んでいる。
　これまで，アホウドリは，アホウという不快用語からも絶滅危惧種からも逃れなければなかっ
たのである。しかし，今日，絶滅危惧種の方は，鳥島から婿島に繁殖地を変え，科学的な手法
で生存数を着実に増やしている。しからば，名称の方もと思えるのである。
　本研究は，2012年7月4日，立正大学社会福祉学部研究ファカルティ・ディベロプメント（FD）
として，話題提供した内容に加筆訂正したものである。研究を進めるに当たって，日本学術振
興会科学研究費補助金（基盤研究（C），課題番号2350！210）の助成を受けた。
文献
藤澤格　1967　『アホウドリ』刀江書院16－34頁
G・・窪・ey　H・gh・・20！0　P・liti・al　c・rrect…sAHi・t・・y・f　s・m・nti・・and　c・lt・・e，　wil，y，Bl。、kw，11，
　1－15頁
長谷川博　2006　『アホウドリに夢中』新日本出版社，39－110頁
服部徹　1889　鳥島信天翁の話，動物学雑誌，1巻！2号，405－411頁
デイヴィット・ホロビン著，金沢泰子訳2002　『天才と分裂病の進化論』新潮社，編集部断り書き
堀田貢得　2003　『実例・差別表現　糾弾理由から後始末まで，情報発信者のためのケーススタディ』
　大村書店，92－97頁
環境庁自然保護局鳥獣保護課編集委員会編　！976　『わが国の鳥獣』環境庁，31－37頁
加藤睦奥雄編　1984　『日本の天然記念物1　動物1』講談社
一76一
人間の福祉　第27号（2013）
溝口元・河合忍　2011『生命と生活環境一自然科学への誘い一』アイ・ケイ・コーポレーション，
　106－109頁
新田次郎　1960　『強力伝・孤島』新潮社，新潮文庫，212－274頁，引用218－219頁
大谷藤郎　1996　『らい予防法廃止の歴史』勤草書房10－！2頁及び270－274頁
カール・サフィナ　2007優雅なる空の王者アホウドリ，National　Geographic日本版，第13巻12号，
　78－！05頁
佐藤陽一　2002　†専物館における生物の差別的和名の使用，徳島博物館研究会編『地域に生きる博
　物館』所収，教育出版センター，240－261頁
柴田哲孝　2003生きるために食べたアホウドリ，週刊　日本の天然記念物　動物編　第39回配本
　アホウドリ，小学館，23頁
白井元康　2007　ポリティカル・コレクトネスに関する一考察一アメリカ社会を中心に一，大阪学院
　大学国際学論集，第！8巻2号，39－59頁
菅原浩・柿澤亮三編著　2005　『図説　鳥名の由来辞典』柏書房，21－22頁
高木正幸　1999　『差別用語の基礎知識99』土曜美術社出版販売
Tickell，　WILN　2000　A王batrosses　Pica　Press，　Sussex
内田清之助　1949　『新編　日本鳥類図説』創元社，235－236頁
山階芳麿　1956絶滅せんとする鳥の保護，野鳥，21巻2号，94－97頁
吉村昭　1980　『漂着』新潮社，新潮文庫，引用237頁
一77一
